
・「奈良県立医科大学の将来像」および「キャンパス整備イメージ」を作成しました
・地域と連携した取組（IMAICHO Kimono Jazzgl in Spring）

・健康情報　リンパ浮腫について

イベントなどのお知らせ
・公開講座
・院内コンサート
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キャンパスだより
奈良県立医科大学に関する様々な情報を、地域のみなさまにお届けします



「
奈
良
県
立
医
科
大
学
の
将
来
像
」と

「
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
イ
メ
ー
ジ
」を

策
定
し
ま
し
た

本
学
は
、
今
、
教
育
・
研
究
部
門
の
新
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
の
全
面
移
転
と
、
現
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
附
属
病

院
施
設
の
抜
本
的
充
実
を
図
る
と
い
う
創
立
以
来
の

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
長
期
的
視

点
か
ら
本
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
何
が
要
る
の
か
と
い
う
観
点
で
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
先
立
ち
、
奈
良

県
と
共
に
三
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
新
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
で
我
々
が
目
指
す
べ
き
も
の
は
何
な
の
か
、
本

学
の
数
十
年
先
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
こ
の
度
、
そ
の
成
果
を「
奈
良
県
立
医
科
大
学

の
将
来
像
」と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

将
来
像
は
、「
教
育
」、「
研
究
」、「
診
療
」と
そ
れ

ら
を
支
え
る「
法
人
運
営
」の
四
つ
の
分
野
に
つ
い

て
、
根
本
を
定
め
た「
理
念
」と
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の「
方
針
」で
構
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
各
分
野
ご
と
に
、
本
学
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
と
新
た
な
課
題
・
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

改
め
て
本
学
の
意
義
と
役
割
を
明
確
に
し
つ
つ
、
そ

の
実
現
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
か
を
追
求
し
た
成
果
で
あ
り
、
概
要
を
次

ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
各
分
野
の
理
念
を
総
合
的
、
端
的
に
表

現
す
る
も
の
と
し
て
、「
建
学
の
精
神
」
を
新
た
に

定
め
ま
し
た
。
創
立
か
ら
七
十
余
年
を
経
て「
建
学

の
精
神
」と
い
う
の
は
、
奇
異
な
感
を
持
た
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
七
十
余
年
の
実
績
を
踏
ま

え
、
本
学
が
将
来
に
向
け
て
ど
う
進
ん
で
い
く
べ
き

か
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
今
問
う
こ
と
に
意
味
が
あ

る
と
考
え
、
敢
え
て「
建
学
の
精
神
」
と
名
付
け
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

公
立
大
学
法
人
奈
良
県
立
医
科
大
学
　
理
事
長
・
学
長
　
細
井
　
裕
司

H28

H29.4

H29～

準備工程キャンパス整備の手順

将来像の策定

施設整備基本構想
（整備基本方針）

新キャンパス基本計画
（具体の整備内容）

H26
～H28 こ

こ
ま
で
完
了

新キャンパス　設計・工事

現キャンパス　基本計画・設計・工事

新キャンパス　オープン

両キャンパスの整備イメージ

・用地追加取得
・文化財試掘調査
・土壌調査
・旧農業研究開発
　センター除却設計

・除却工事
・地形・地質調査
・文化財発掘調査

ま
た
、
将
来
像
の
達
成
と
い
う
共
通
の
目
標
に
向

け
て
教
職
員
が
一
丸
と
な
る
た
め
、
将
来
像
を
象
徴

す
る
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
新
た
に
制
定
す

る
と
と
も
に
、
県
民
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
大
学
と
な
る
よ
う
、
本
学
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ょ
う
と
く
た
医
師
く
ん
」を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

本
学
は
今
後
、
こ
の
将
来
像
を
現
実
の
も
の
と

し
、
本
学
に
関
わ
る
全
て
の
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
全
学
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と

と
も
に
、
そ
の
実
現
の
場
と
な
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
・

現
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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 「奈良県立医科大学の将来像」の概要
建学の精神

最高の医学と最善の医療をもって�
        地域の安心と社会の発展に貢献します
シンボルマーク
奈良県立医科大学のイニシャル「Ｎ」をモチーフにしたもので、二重の円弧は
医学と看護学の支え合う関係を意味し、そこから伸びる葉形は医療人としての成
長 ･未来への飛躍をイメージし、本学が発展していく様を象徴しています。

 各分野の理念

教　　育
� 豊かな人間性に基づいた高い倫理観と旺盛な科学的探究心を備え、患者・医療関係者、地域や海外の
人々と温かい心で積極的に交流し、生涯にわたり最善の医療提供を実践し続けようとする強い意志を持
った医療人の育成を目指します。

研　　究
� 研究の成果を患者への最善の医療に生かし奈良県民の健康増進を図るとともに、最先端の研究により
医学の進歩に貢献します。

 診　　療
 患者と心が通い合う人間味あふれる医療人を育成し、地域との緊密な連携のもとで奈良県民を守る最
終ディフェンスラインとして、安全で安心できる最善の医療を提供します。

法人運営
 最高の医学の追究、最善の医療の追求を使命として、互いに連携しながら自らの職務に誇りと情熱を
もって取り組み、課題に対して自ら行動できる人材を確保・育成することで、教育・研究・診療の理念を
実現し、発展し続ける法人運営を実践します。

イメージキャラクター

歴史上数々の偉業を成し遂げた奈良県にゆかりのある
聖徳太子がモチーフ。

【名前】しょうとくた医師くん師師

し
ょ
う
と
く
た
医
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将
来
像
の
策
定
と
並
行

し
て
進
め
て
参
り
ま
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
検
討

に
つ
い
て
、
新
キ
ャ
ン
パ

ス
・
現
キ
ャ
ン
パ
ス
双
方
の

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
イ
メ
ー

ジ
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
施
設
を
基
本

と
し
つ
つ
も
、
学
生
数
を
始

め
と
す
る
諸
環
境
の
変
化
、

今
後
求
め
ら
れ
る
新
た
な

機
能
な
ど
も
勘
案
し
て
描

い
た
も
の
で
す
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
歴
史

の
香
漂
う
こ
こ
橿
原
の
地

（
県
農
業
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
跡
地
）で
、か
つ
て
の

藤
原
京
の
中
に
位
置
す
る

と
い
う
歴
史
的
な
背
景
も

踏
ま
え
、
奈
良
へ
の
愛
着
を

醸
成
し
、
本
学
な
ら
で
は
の

医
学
教
育
を
実
践
す
る
場

に
ふ
さ
わ
し
い
姿
と
し
て
、

藤
原
京
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
を

取
り
入
れ
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
イ
メ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た

新キャンパス　大学本部棟から前庭、正面玄関を見たイメージ

北東からの両キャンパス航空写真
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現キャンパス　南西からの俯瞰イメージ

ま
た
、
藤
原
京
の
大
極

殿
院
（
だ
い
ご
く
で
ん
い
ん
）

と
そ
の
朝
廷
（
ち
ょ
う
て
い
）

に
な
ぞ
ら
え
た
大
学
本
部

棟
と
前
庭
を
中
央
に
据
え
、

正
面
玄
関
と
な
る
南
側
に

畝
傍
山
を
望
む
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
・
研
究
部
門
が
移

転
し
た
後
の
現
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
、
附
属
病
院
南
側
へ

の
新
駅
の
設
置
を
想
定
し
、

現
施
設
南
側
に
外
来
診
療

施
設
等
か
ら
な
る
新
し
い

Ａ
病
棟
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
来
院
者
の
利
便
性
向

上
の
た
め
に
敷
地
内
に
立

体
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
も

今
後
、
整
備
内
容
を
具
体
化

し
て
い
く
た
め
の
た
た
き

台
と
し
て
、
現
時
点
で
の
検

討
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
た
も

の
で
す
。
今
後
の
展
開
に
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

新キャンパス　南東からの俯瞰イメージ

師師

し
ょ
う
と
く
た
医
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IM
AICHO

 Kim
ono Jazzgl in 2017 Spring

平
成
29
年
5
月
14
日
、今
井
町
の
順
明
寺「K

im
ono 

Jazzgl in 2017 Spring

」
が
開
催
さ
れ
、
奈
良

医
大
か
ら
軽
音
楽
部
の H

A
R

D
 ST

R
E

A
M

 
O

R
C

H
E

ST
R

A

が
出
演
し
ま
し
た
。「K

im
ono 

Jazzgl

」
は
伝
統
あ
る
ま
ち
で
、
文
化
、
芸
術
そ
し

て
医
療
を
融
合
さ
せ
た″
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
〟
を

体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
、
今
井
町
じ
ゃ

ず
実
行
委
員
会
と
伝
統
と
文
化
を
守
り
続
け
て
き

た
今
井
町
町
並
み
保
存
会
等
が
企
画
・
運
営
す
る

ジ
ャ
ズ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
回
で
第
6
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
本
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
書
道
家

の
若
林 

梅
香
さ
ん
と
本
学 H

A
RD

 ST
REA

M
 

O
RCH

EST
RA

に
よ
る
着
物
で
の
演
奏
と
書
道
の

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
ロ
ア
ナ
シ
ー
フ
ラ
さ
ん
やM

IT
CH

 
A

LL ST
A

RS

さ
ん
が
出
演
さ
れ
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
音
楽
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

演
奏
の
他
に
も
奈
良
医
大
東
洋
医
学
研
究
会

に
よ
る
健
康
茶
の
提
供
や
、M

BT

（M
edicine 

based tow
n

:
医
学
を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
）

研
究
所
と
早
稲
田
大
学
に
よ
る
体
毛
細
血
管
像

の
形
状
や
組
織
液
の
汚
れ
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
血
管
チ
ェ
ッ
ク
や
脂
肪
率
、
筋
肉
量
、
筋

肉
ス
コ
ア
な
ど
を
測
定
す
る
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
、

奈
良
医
大
附
属
病
院
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ハ
ン
ド
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
医
療
ブ
ー
ス

が
出
展
さ
れ
、
地
元
の
方
々
と
の
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
ま
さ
に
五
月
晴
れ
を
感
じ
る
気
候
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
、
伝
統
と

ア
ー
ト
、
笑
い
、
そ
し
て
心
の
ふ
れ
合
い
に
よ
る
、

癒
し
の
一
日
と
な
り
ま
し
た

賑わっている会場の様子 奈
良
医
大
の
地
域
と
連
携
し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す

奈良医大の HARD STREAM ORCHESTRA の演奏

5
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今
号
か
ら
健
康
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。　
　

５
大
疾
病
と
言
わ
れ
る
が
ん
・
脳
卒
中
・
急
性
心
筋
梗
塞
・

糖
尿
病
・
精
神
疾
患
の
う
ち
、
第
１
回
目
は
、
が
ん
に
関
す

る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

が
ん
の
治
療
に
お
い
て
、
手
術
で
リ
ン
パ
節
を
取
り
除
い

た
り
放
射
線
治
療
に
よ
っ
て
リ
ン
パ
の
流
れ
が
停
滞
す
る
こ

と
で
、
腕
や
脚
が
む
く
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
む
く
み

を
リ
ン
パ
浮
腫
と
い
い
ま
す
。
が
ん
の
治
療
以
外
で
も
原
因

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
、
リ
ン
パ
浮
腫
と
は

ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

人
間
も
動
物
の
よ
う
に
這
っ
て
い
れ
ば
簡
単
に
む
く
む
よ

う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
人
間
が
立
っ
て
歩
く
よ

う
に
な
っ
た
た
め
に
、
脚
が
む
く
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
こ
と

が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
む
く
み
は
血
管
外
の
組
織

に
過
剰
に
溜
ま
っ
た
水
分
で
す
。

つ
ま
り
、
血
管
外
の
過
剰
な
水
分（
む
く
み
）を
減
ら
す
た

め
に
は
、
ま
ず
静
脈
の
機
能
を
活
発
化
さ
せ
、
そ
れ
か
ら
リ

ン
パ
管
の
働
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ（
上
図
）で

す
。
肩
を
前
後
に
回
す
や
足
首
を
前
後
に
伸
ば
す
等
が
む
く

み
の
解
消
に
お
い
て
、
大
変
有
効
で
す
。

奈
良
医
大
附
属
病
院
リ
ン
パ
浮
腫
外
来
で
は
、
リ
ン
パ
浮

腫
に
悩
む
患
者
さ
ん
に
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ（
手
を
用
い
て

行
う
リ
ン
パ
排
液
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法
）等
を
効
果
的
に
使
用

し
、
複
合
的
治
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
症
状
に
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
、
か
か

り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リ
ン
パ
浮
腫
の
症
状
を
軽
減
し
、
悪
化
し
な
い
セ
ル
フ
ケ
ア
を
支
援
し
ま
す

リンパ浮腫に悩む患者さんに
正しい知識と治療を提供します

リンパ浮腫に効果的なストレッチ

奈良県立医科大学附属病院A棟2階
リンパ浮腫外来（9時～16時）

TEL�0744-22-3051（内線3361・3360）

問い合わせ

●「かかりつけ医」って？
 皆さんの日常的な診療や健康管理をしてくれる、必要な時は専門医へ紹介してくれる、そんな地域の
身近なお医者さんです。
 診療を受けられる際は、まず身近な「かかりつけ医」を受診いただき、高度で専門的な医療が必要となっ
た場合は、「かかりつけ医」の紹介により奈良医大が責任をもって対応します。

あなたの健康パートナー『かかりつけ医』をもちましょう

複合的治療運動療法 圧迫療法

スキンケア

リンパ
ドレナージ

6
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EVENT & INFORMATION

公立大学法人奈良県立医科大学　総合企画局 総合企画室
〒 634-8521　奈良県橿原市四条町 840
TE L 	 0744-22-3051（内線 2803,	2804）
Mail	 kihonkoso@naramed-u.ac.jp

「奈良医大キャンパスだより」の内容に
関する問い合わせやご意見等ございまし
たら、右記までご連絡ください。

　奈良医大では、連携協定を締結した同志社女子大学の協力を得て、
定期的に院内コンサートを開催しています。
　平成29年2月21日(火)に第27回目として、同志社女子大学のみなさん
による「トリコロールアンサンブルコンサート」を開催しました。
　曲目は「愛の挨拶」や「花は咲く」、ディズニー曲などみなさんが一度は
耳にしたことがある曲がたくさん演奏され、参加された方は大変喜ばれ
ていました。
　コンサート終了後、参加者代表より演奏者へ花束の贈呈があり、会場
は笑顔と拍手に包まれ、とても穏やかな時間となりました。
　奈良医大では今後も引き続き、来院された方や入院されている患者
さん等を対象に同志社女子大学の協力のもと院内コンサートを定期的に
開催する予定です。
　開催日等については、院内の掲示板で紹介していますので、ご興味の
ある方は、ぜひ参加してください。

公開講座

テーマ：「ともに歩もうリウマチ治療」他
講演者：奈良県立医科大学附属病院 リウマチセンター　原 良太 診療助教 他

第８回リウマチ市民公開講座
平成29年7月2日（日）13:00 ～　王寺町地域交流センター リーベルホール

第 27 回院内コンサートを開催しました

〈公開講座等紹介ホームページ〉http://www.naramed-u.ac.jp/university/gaiyo/kokaikoza/index.html
上記以外にも、ご参加いただける公開講座等の情報を随時掲載していますので、ぜひご覧ください。

事前申し込み必要（参加無料）
奈良県立医科大学附属病院 リウマチセンター  TEL：0744-23-9972（直通）
奈良新聞社企画部  TEL：0742-32-2771

申込

〈これまでの講演テーマ〉
「認知症予防」、「脳卒中予防・早期発見」、
「更年期障害」、「がん化学療法」、
「がん検診」、「食事とがん」、
「食品の安全」、「健康・長寿の秘訣」など

事前申し込み不要（当日受付）
奈良医大総務課　TEL：0744-22-3051（内線：2206・2297）

問い合わせ

奈良医大附属病院 病院管理課
TEL：0744-22-3051（内線：3238）問い合わせ

奈良県立医科大学公開講座「くらしと医学」
平成29年9月16日（土）13:00 ～ 15:30（予定）　橿原文化会館 大ホール

　本学では、広く県民の皆様を対象に、健康の維持･増進や日々
のくらしに役立てていただくことを目的として、「くらしと医学」 
をテーマにした公開講座を年2回開催しています。本学教員が、
日頃の研究成果や病気にまつわる話題等をわかりやすく解説
します。
※講演内容等詳細が決まり次第、下記HPにてお知らせいたします。

演奏する同支社女子大学のみなさん
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